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	 筆者は卒業論文でエーリヒ・ケストナー（Erich Kästner, 1899-1974）の後期の児童

















トナー博士の人生処方詩集（Dr. Erich Kästners Lylische Hausapotheke）』（1936）は，
                                            
1 ケストナーが日本でこのように認識されるに至った要因として，高橋健二氏の二冊のケストナー伝








であって，戦後ドイツ国民一般の共感と尊敬を高めた」（『作家の生き方	 シュトルム カロッサ ケス
トナーの場合』172-173 頁） 
	 また，クラウス・コードン著のケストナー伝記の翻訳『ケストナー ナチスに抵抗し続けた作家』



















にしたい。「Doppelheit」という言葉について DUDEN ドイツ語大辞典によると，「das 
Doppeltsein, doppeltes Vorhandensein von etw.」と記述がある3。ここで，最初の説明
として「Doppeltsein」，つまり「doppelt であること」とあるので，「doppelt」という
単語の意味を検討する。形容詞 doppelt には，①zwei in einem, zweimal der-, die-, 
dasselbe, zweifach（ひとつのものの中にふたつ，同じものが二つ，2 倍・二重の）とい
う意味と，②besonders groß, stark, ganz besonders（特に大きい，強い，きわめて）
という二つの意味があるが，ここでは①の意味が妥当であると考える。形容詞 doppelt
の①の意味から「das Doppeltsein, doppeltes Vorhandensein von etw.」を見てみると，
「Doppelheit」とは，「ひとつのものの中にふたつのもの（こと）があること」という
意味であると考えられる。したがって，本論文において「Doppelheit」とは「ひとつも










































ここでの doppelte は「二つの（異なる）ものの重なり」と考えて良いだろう。 







（『ファビアン』289-290 頁, 2014） 
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11 この一年自由志願兵とは，自由に志願して兵役に就いたわけではなく，諸経費や装備をみずから
負担する義務を負わされており，その代わりに兵役期間は一年で良いとされていた。（スヴェン・ハ





























Sollte ich –würde ich’s nämlich können —  Schriftsteller werden, oder 
Journalist oder —das war nun eine Frage für sich— ［…］Konnte ich denn 











	 転機が訪れたのは 1924 年だった。まだ在学中であるにもかかわらず，ケストナーは
新聞社の編集者に抜擢された。インフレーションについて書いた風刺的なエッセイ「マ
ックスと彼のフロックコート（Max und sein Frack）」を「ライプツィヒ日刊新聞」に
送ったところ，二日後に地方版のトップに掲載され，当時の社長直々，ケストナーに編
集局員のオファーがあったのだ。エッセイや記事を書くようになり，その後は「新ライ
                                            
13 この小冊子はライプツィヒ大学の学生による詩を集めたもので，収録されている全 26 編のうち冒
頭の 3 編がケストナーの創作だった。 
14 ハヌシェク，86 頁 
15 Erich Kästner erzählt von Berthold Viertel. Interview von Gerd Fricke, Süddeutscher 
















	 ケストナーは，58 歳のときに自伝的な小説『ぼくが子どもだった頃（“Als ich ein 





                                            
16 条件提示：「一，八時間労働は不可能，さもないと博士論文を書くことができない。二，年に少な
くとも四週間の休暇を二回。三，月給は最低で約二百マルク」という攻め気な交渉をものにする。 





















Ida Kästner wollte die vollkommene Mutter ihres Jungen werden. ［…］nahm 
sie auf niemenden Rücksicht, auch auf sich selber nicht, und wurde die 
vollkommene Mutter. Allihre Liebe und Phantasie, ihren ganzen Fleiß, jede 
Minute und jeden Gedanken, ihre gesamte Existenz setzte sie, ［…］auf eine 
einzige Karte, auf mich. ［…］Deshalb durfte ich sie nicht enttäuschen. 
Deshalb wurde ich der beste Schüler und der bravste Sohn. Ich hätte es nicht 























































書簡（=Muttchen-Briefe. 以下 MB と記す25）や，洗濯物のやりとりから，生涯に渡っ
                                            
21 母親への「見せかけ」かもしれないが，大学入学を機に故郷を離れライプツィヒへ移った後は、
父親を軽んじる態度を見せるようになる。（MB: Muttchen-Briefe より） 





















る。1929 年，当時 30 歳のケストナーはヴォルフの刑法 218 条をあつかった戯曲『青酸
カリ（Cyankali）』（1919）を「新ライプツィヒ新聞」紙上で賞賛した。ケストナーは，
ヴォルフから「文学によって世界を変えられることができる」と勇気づけられたのだ。
ヴォルフの「社会的な感覚の真正さ，素材に即した表現の真正さ（die Echtheit des 










Das Theater vermag es also, die Gesetzgebung und die innere Polituk zu 
beeinflussen! Es gibt also Beispiele, daß die Literatur ins Leben und seine 
staatliche Organisation bessernd eingreift! Der Schrigtsteller ist nicht 










ausschließlich dazu verurteilt, Unterhaltung zu liefern oder nicht ernst 
genommen zu werden! Diese Erkenntnis inst geeignet, die mutlos gewordenen 
Literaten zu ermutigen und tief zu erschüttern. Ihr Beruf kann also doch wieder 













ないか（Es sei unsere Pflicht und Schuldigkeit, ［…］auf unsere Weise dem Regime 
die Stirn zu bieten.）（Ⅱ, S.99） 
	 ナチ政権下において政府によって銀行口座が凍結され，短い尋問で終わったものの二
度も逮捕されたケストナーだが，1941 年の収入を見ると，ウーファ 28が支払った映画






                                            
26 Benjamin, Walter: Gesammelte Schriften, Bd. 3. Hrsg. Von Tiedemann-Bartels, Hella, 
Frankfurt am Main, 1972, S. 279. 
27 ハヌシェク，268 頁 
28 UFA: Universum Film Aktiengesellscheft.「世界株式会社」。1937 年にナチが 72％の株を取得
し，1942 年に完全国有化された。  
29 ハヌシェク, 322 頁 















年 11 月 29 日，MB）。また，初演でゲッベルズが満足の意を表したことに関して，「時
局がこんなに緊迫していなかったら，彼（ゲッベルズ）は新しい賞を考え出し，M（ミ












から書面で，「この者は 1946 年 3 月 5 日付ナチズムとミリタリズムからの解放のための
法律に該当せず」35という知らせを受けた36。「何ページにも及ぶ質問」の内容は明らか
                                            
31  ハヌシェク，359 頁。仕上がりは豪華絢爛たる作品となり，贅をきわめたパーティー，金銀をふ
んだんに使った衣装，華麗な舞踏会用大広間などが描かれている。 
32 Mank, 155, 158 ミュンヒハウゼンの月旅行のエピソードを挙げている。 
クーヘンロイター：「ご主人様の時計が壊れてしまったのです，男爵様。そうでなければ————そうで
なければ時の方が壊れてしまったのです（Entweder Ihre Uhr ist kapurr, Herr Baron, oder — oder 
die Zeit selber.）」 
ミュンヒハウゼン「壊れたのは時の方だ」“Die Zeit ist kaputt.“ 
なお，クラウス・コードンのケストナー伝記の表題 „Zeit ist kaputt.“はこの場面に由来する。 
33 ハヌシェク， 358 頁 
34 “Wenn die Zeiten weniger ernst wären, hätte er ein neues Prädikat geschrieben, um es 
erstmalig M. zu berleihen.” 


















                                                                                                                                            
vom 5. März 1946 nicht betroffen!“（Notariell beglaubigte Abschrigt im NL, 
Hanuschek, S.322） 
36 ハヌシェク，388 頁 
37 この新聞は，ドイツ語圏からの亡命者で，アメリカ陸軍少佐の階級に就いていたハンス・ハーベ
やハンス・ヴァレンベルクが編集長を務めていた。また，のちのアメリカ大統領ドワイド・D・アイ










のある新人作家を対象にしたものであったが，1933 年から 1944 年までの空白期間を経て，1951 年
に主催をヘッセン州からドイツ言語・文化アカデミーに変え，賞の対象を「現代ドイツの文化生活の
形成に重要な貢献をしたドイツ語で書く作家」とした。（Büchner-Preis-Reden 1951-1971. Hrsg. 












































































までに刊行された四冊の詩集『腰の上の心臓（Herz auf Taille） 』 (1928)，『鏡の中の大騒ぎ (Lärm 
im Spiegel)』（1929） ，『ある男が通知する(Ein Mann gibt Auskunft) 』 (1930)，『椅子の間の歌
（Gesang zwischen den Stühlen）』（1932） を扱うことも考えた。その中には痛烈な反戦詩やナチ
批判の詩などもある。だが，執筆にあたって「既発表の文章はごく例外的にしか使わない」という，




れたスローガンは，「退廃とモラルの崩壊に反対！（Gegen Dekadenz und moralischen Verfall!）」
「家庭と国家の規律と風紀のために！（Für Zucht und Sitte in Familie und Staat!）」である。




































かっていたのだ44。「母さん通信」によると，実際に書き始めたのは 1930 年 9 月末ごろ
（1930 年 10 月 10 日，MB）で，なかなか思うように進まないと愚痴をこぼしながらも，
1931 年 6 月上旬に全二十四章中の第二十章までが書き上げられた（1931 年 6 月 3 日）。
その後いったん『ファビアン』を中断して『点子ちゃんとアントン』を完成させること
にする（1931 年 6 月 5 日）。6 月 18 日に再び執筆を再開して，1931 年 6 月末に下書き

















                                            
44  既出の表現を出来る限り用いない配慮がなされた。ハヌシェク, 235 頁 
45	 Hanushcek, S.196 
„Es handelte sich um „keinen Roman im Sinne des Gattungsbegriffes”, dem Verfasser komme es 
darauf an, „einen Querschnitt durch die Zeit zu geben und seine Menschentypen ［…］
schlaglichtartig zu beleuchten”. „Daß der grundehrliche Charakter Kästners dem Leser 
mitunter abstossende und erschreckende Situation zumute, ist nicht Schuld der Verfassers, 
sondern Schuld der Zeit. Kästner will bessern, indem er die Wahrheit aufdeckt“. Der Roman sei 
eine „Anklage grössten Stils“. „Das Buch will nicht Dichtung sein – es will wahr sein. Man wird 
an der Phantasie des Verfassers keinen Trost suchen können. Es sind Beobachtungen und 
Erlebnisse – auch der Selbstmord Labudes und seine Ursache sin derlebt  (aber genügend 
kaschiert).“ (Verlangsgutachten Curt Weller, 10.7.1931, NL)  
46	 著者ケストナーが考えていたのは，『豚小屋 (Schaustall)』，『ヘラクレスのいない豚小屋
（Schaustall ohne Herkules） 』，『真空の中の青春 (Jugend im Vacuum) 』，『最後にマタイが
（Matthäi am letzten）』や『ソドムとゴモラ (Sodom&Gomorrha)』だった。なお，ケストナーは
物語の中で，大都市ベルリンを「ソドムとゴモラ」に例えている。「［…］どうしてソドムとゴモラみ
たいなベルリンにやってきたのですか？」（第十章）	 一方，ヴェラーの考えではすでにシュテファ
ン・ツヴァイクが短編に使っていた『感情の惑乱 (Verwirrung der Gefühle）』（1927)	が最高の表













的な作品（Ein unmoralisches Buch von höchster Moral.）」と賞賛し，ハンブルク外国
人新聞（Hamburger Fremdenblatt）では「小説を背後に，時代を内側から照らしてみ
せた一人の詩人の姿が見える。彼は，地獄のような世界で，血だらけになりながら戦っ
ている」と讃えられた50。また，キンドラー文学辞典には「1920 年代末から 1930 年に
かけての大恐慌時代のドイツ，とりわけベルリンを諷刺した傑作（eine der brillantesten 
Satiren auf deutsche, insbesondere Berliner Zustände am Ende der zwanziger Jahre 
und während der großen Wirtschaftskrise um 1930.）」とある51。 
	 1933 年のベルリンの焚書事件（1933 年）において，『ファビアン』はケストナーの四
                                                                                                                                            
されたロベルト・ムージルの小説『寄宿生テルレスの惑乱	(Die Verwirrungen des Zöglings 
Törleß)	』を想起させられる。 
	 1946 年版のまえがき（タイプ原稿のタイトルは＜新版へのまえがき＞）において，ケストナーは
「原題は，『犬どもの前に行く［＝破滅］ (Der Gang vor die Hunde)』である」（Ⅲ, 386.）と書いて
いる。だがハヌシェクの指摘によると，この原題の案は，『ファビアン』執筆当時の資料では，どこ





48 『ファビアン』の単行本は 1931 年 10 月 15 日初版 (Deutsche Verlags-Anstalt）である。「盲腸
のない紳士」の初出は，1932年のアンソロジ 『ー新しいドイツの新しい語り手30人』 (Malik-Verlag) 。
「ファビアンと道学者先生たち」は，雑誌「世界舞台」 (1931 年 10 月 27 日) で初めて発表され，
1959 年の著作集（Atrium/Dressler/Kiepenheuer & Witsch 版）にはじめて収録された。 
49 ハヌシェク,	252 頁。なお，日本においては 1948 年の小松太郎訳『ファビアン』	(文芸春秋新社）
が初めての翻訳本である。その後は新潮社（新潮文庫)	から 1952,	1954 年に，東邦出版から 1973
年に，筑摩書房	(ちくま文庫)	から 1990 年に小松太郎氏による翻訳が出ており，2014 年に丘沢静也
氏による『ファビアン：あるモラリストの物語』がみすず書房から出版された。	
50 Kordon, Claus: S.140, Zitiert nach Enderle, E. K. 




ばれ，「退廃とモラルの崩壊に反対！（Gegen Dekadenz und moralischen Verfall!）」「家





















Labude war ein moralischer Mensch, und es war immer schon sein Ehrgeiz 
gewesen, seinen Lebenslauf ohne Konzept und ohne Fehler gleich ins Reine zu 
schreiben. Er hatte als Kind niemals Löschblätter bekritzelt. Sein Sinn für 
Moral war eine Konsequenz der Ordnungssystem und in der Folge seine Moral 
lädiert. Der seelische Stundenplan war gefährdet. ［…］Nun kam er, der die 
Ziele liebte und brauchte, zu Fabian, dem Fachmann der Planlosigkeit. Er hoffe, 
                                            
52 なお，ケストナーは著書が燃やされるその現場に人知れず立ち会っていた。のちの講演「焚書に
ついて」で当時の様子を語っている。 

































                                            
56 丘沢静也訳『ファビアン』269 頁 
57  Moral: Gesamtheit von ethisch-sittlichen Normen, Grundsätzen, Werten, die das 
zwischenmenschliche Verhalten einer Gesellschaft regulieren, die von ihr als verbindlich 
akzeptiert werden.  








































いる」（筑和正格：「没落の後にやって来るのは？	 ————『ファビアン』と 1930 年のベルリン————」














enthält denVerlust eines gründen Bleistifts・eine Bemerkung über die Größe 
von Kindertränen・die Ozeanfahrt des kleinen Jonathan Trotz・den Grund, 
warum ihn seine Großeeltern nicht abholten・ein Loblied auf die menschliche 
Hornhaut und die dringende Aufforderung, Mut und Klugheit unter einen Hut 





























	 	 Es gibt nichts Gutes  
	 	 außer: Man tut es.              (Kästner, Kurz und bündig) 
 
モラル 
	 	 善というものはない， 



















次の「人間は善なり（Der Mensch ist gut）」という皮肉に満ちた詩がある。 
Auch die Moral hat ihr Gesetz der Schwere 





































67 ［…］Er (der Autor) unterläst nichts, was die Sittenrichter zu der Bemerkung veanlassen 
könnte: Dierser Mensch ist ein Schweinigel. Der Autor erwidert hierauf: Ich bin ein Moralist! 
［…］fragen sich die Sittenrichter: Wozu haben wir die Angestellten der Phantasie, die 
Schriftsteller? Der Autor erwidert hierauf: Ich bin ein Moralist! ［…］Er (der Autor) sagte, er sei 

























（R）69 Du müßtest endlich vorwärtskommen.  
	 「きみもそろそろ，前向きになったらどうだ」 
（F）70 Ich kann doch nichts. 「いや，なにもできないさ」 
（R）Du kannst viels. 「いろいろできるじゃないか」 
（F）Das ist dasselbe.［…］ Ich kann vieles und will nichts.Wozu soll ich 
                                            
68  Freud, Sigmund: Werke aus den Jahren 1917-1920, Das Unheimliche  (1919). 
„Aus diesem langen Zitat ist für uns am interessantesten, daß das Wörtchen heimlich unter den 
mehrfachen Nuancen seiner Bedeutung auch eine zeigt, in der es mit seinem Gegensatz 
unheimlich zusammenfällt. Das heimliche wird dann zum unheimlichen.［…］Wir werden 
überhaupt daran gemahnt, daß dies Wort heimlich nicht eindeutig ist, sondern zwei 
Vorstellungskreisen zugehört, die, ohne gegensätzlich zu sein, einander doch recht fremd sind, 
dem des Vertrauten, Behaglichen und dem des Versteckten, Verborgengehaltenen. Unheimlich 
sei nur als Gegensatz zur ersten Bedeutung, nicht auch zur zweiten gebräuchlich.  (S.235)  
Also heimlich ist ein Wort, das seine Bedeutung nach einer Ambivalenz hin entwickelt, bis es 
endlich mit seinem Gegensatz unheimlich zusammenfällt. Unheimlich ist irgendwie eine Art von 
heimlich.  (S. 237)“  
なお，フロイトはこの結論に至るまでに，「秘密にしていたものは隠されたままでいなければならな
いのに，それが表に出てくるのが不気味なのである(das Unheimliche sei etwas, was im 
Verborgenen hätte bleiben sollen und hervorgetreten ist.) 」という，シェリング（Friedrich 
Schelling, 1775-1854) の「不気味なもの」の定義を踏まえている。Freud, Das Unheimliche, S.254 
69 =Rabude の発言を表す。以下同じ。 
70 =Fabian の発言を表す。以下同じ。 
 26 
vorwärtskommen? ［…］Es ist nicht da, und nichts hat Sinn. 
	 「同じことさ。［…］ぼくはいろいろできる。だが，なにもやるつもりはない。な
んのために前向きにならなきゃならないんだ？［…］どんなことにも意味はないさ」 
（R）Doch, man verdient beispielsweise Geld.  
	 「だがな，たとえばお金を稼ぐじゃないか」 
（F）Wozu soll ich Geld verdienen? Was soll ich mit dem Geld anfangen? Um satt 
zu werden, muß man nicht vorwärtskommen. 
	 「なんのためにお金を稼がなければならないんだ？	 お金でなにをするべきなん
だ？	 満腹になるために，前向きになる必要はないだろ」 
Labude schüttelte den Kopf. Das ist Indolent. Wer Geld verdient und es nicht 
liebt, kann es gegen Macht eintauschen. 
	 ラブーデは首をふった。「怠惰だな。お金を稼いでお金が好きじゃないのなら，権
力と交換することもできるさ」 
（F）Ich weiß, du suchst sie. Aber was fange ich mit der Macht an, da ich nicht 
mächtig zu sein wünsche? 
	 「きみが権力をほしがっているのは，知っている。だがぼくは，権力でなにをす
るんだ？	 ぼくは権力をもちたいとは思ってないんだ」 
（R）Mann kann die Macht im Interesse anderer verwenden. 
	 「ほかの人のために権力を使うことだってできるさ」 
（F）Wer tut das? ［…］Ich pfeif auf Geld und Macht! 
	 「誰がそんなことをするというんだ？［…］ぼくは，お金にも権力にも興味がな
いのさ！」 
（R）Wenn es eine Gärtnerei gäbe, wie ich sie mir erträume! Ich brächte dich, an 
Händen und Füßen gefesselt, hin und ließe dir ein Lebensziel einpflanzen! 





（F）Ich sehe zu. Ist das nichts?「ぼくは傍観してるんだ。無意味なことか？」 
（R）Wem ist damit geholfen? 「それは誰の役に立ってるんだい？」 
（F）Wem ist zu helfen?［…］Ich weiß ein Ziel. Aber es ist leider keines. Ich 
möchte helfen, die Menschen anständig und vernünftig zu machen.Vorläufig 







（R）［…］du phantasierst lieber von einem unerreichbaren vollkommenen 
Ziel, anstatt einem unvollkommenen zuzusterben, das sich verwirklichen 






（F）Als ich vorhin sagte, ich verbrächte die Zeit damit, neugierig zuzusehen, ob 
die Welt zur Anständigkeit Talent habe, war das nur die halbe Wahrheit. Daß ich 
mich so herumtreibe, hat noch einen anderen Grund. Ich treibe mich herum, und 
ich warte wieder, wie damals im Krieg, als wir wußten: Nun werden wir 







（R）Zum Donnerwetter! ［…］Wenn alle so denken wie du, wird nie 
stabilisiert! Empfinde ich vielleicht den provisorischen Charakter der 





（F）Die Vernünftigen werden nicht an die Macht kommen, ［…］und die 
Gerechten noch weniger. 
「理性的なやつは，権力を手に入れないだろうな。［…］正しいやつなら，なお
さら」 
（R）So? ［…］Labude packte ihn mit beiden Händen am Mantelkragen. Aber 
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71 『ファビアン』270-271 頁 

























                                            








75 “Labude hat Pech gehabt. Er ist nach Hamburg gefahren und hat zugesehen, wie ihn seine 
zukünftige Gattin betrügt. Er organisiert gern. Seine Zukunft war, nach der familiären Seite, bis 
auf die fünfte Stelle nach dem Komma ausgerechtnet. Und nun stellt sich über Nacht heraus, es 
war alles falsch. Er will das rasch vergessen und versucht es zunächst auf horizontale Art.“（Ⅲ: 
83） 
76 Ⅲ: 97 
77 in einem der wenigen Augenblicke, wo es ihn (=Fabian) zu handeln trieb.(Ⅲ: 138) 
































                                                                                                                                            
und dieser Mensch stieß ihn in die ungewollte, verfluchte Freiheit zurück. ［…］In dem 
Augenblick, wo die Arbeit Sinn erhielt, weil er Cornelia fand, verlor er die Arbeit. Und weil er 
die Arbeit verlor, verlor er Cornelia.（Ⅲ: 139） 
79 『魔法使いの弟子』の執筆時期は，ケストナー自身によって 1936 年と記されている。ダヴォスの
観光協会がこの年ケストナーに講演を依頼し，同時に，ダヴォスを舞台にした明るく楽しい小説を書
































テ レ パ シ ー
によって相
似関係が高まっていき，片方の人物がもう一人の知識，感情，経験を共有し，もう一人
                                            
80	 なお，後に『ふたりのロッテ (Das doppelte Lottchen) 』 (1949）においても，ドッペルゲンガ
ーのモチーフが用いられていると考えられる。 

































	 第二段階。さて，どうしたものか？	 誕生の反復。［…］始まりの前提としての最後。 
	 第三段階。避け難いあらゆるもめ事。過去との遭遇。生きている人たちの復活。同一
                                            
82 Freud, Sigmund: Werke aus den Jahren 1917-1920, Das Unheimliche, S.246. 
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85 鷲田清一氏は，著書の中で次のように言っている。「じぶんを二重にするというのは，じぶんをこ
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